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 氏 名 太田 義弘 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は，地震を想定した水平荷重を受けるフラットプレート構造の剛性および
耐力の算定に関して定量的かつ汎用性のある評価方法を提案し，さらにその設計法
を確立しようとするものである。得られた成果は次のとおりである。  
１．水平力を受けるフラットプレート架構の力学的性状把握のため，フラットプレー
ト架構試験体に対する水平力載荷実験を行った。実験により，壁柱とスラブから構成
されるフラットプレート架構の地震時挙動と，解析用マクロモデル構築のための応力
伝達と変形性状を把握した。 
２．フラットプレート架構の弾塑性解析用マクロモデルを提案するとともに，実験と
の比較による検証を行った。また，マクロモデル解析結果を基に，設計実務の架構解
析に必要となる，荷重−変形関係のスケルトンカーブを提案し，その妥当性を示した。 
３．設計実務に用いることを目的とした，フラットプレート架構の地震力に対する設
計法を提案した。また，荷重−変形関係の履歴復元力特性モデルを提案し，柱せん断力
と層間変形角関係について実験結果と計算値の比較を行い，その妥当性を示した。 
４．各基規準や既往の研究により示されているパンチング破壊耐力算定式を，第２章
の実験結果および既往の研究成果と比較検討し，鉛直荷重と水平荷重を同時に受ける
フラットプレート架構におけるパンチング破壊耐力算定法を提案し，その妥当性を示
した。さらには，パンチング破壊に対する補強方法を提案し，その効果を実験により
確認した。 
５．実験結果および既往の研究成果から，鉛直力に対するパンチング破壊耐力と実際
に作用する鉛直荷重の比率と，水平力による層間限界変形角との関係を示し，十分な
変形性能と考えられる層間変形角 40×10-3rad を確保するための，パンチング破壊耐
力に対する鉛直荷重の比率を示した。 
６．フラットプレート架構を用いた地上４階建物の試設計を行った。ここでは，許容
応力度計算と保有水平耐力による静的設計とともに，質点系モデルを用いた地震応答
解析も行った。さらには，フラットプレート架構と通常の柱梁架構とを組み合わせた
架構形式も想定し，これらの保有水平耐力時水平力分担比率を変数として地震応答解
析を行った。このような解析に基づき，構造履歴減衰が小さいフラットプレート架構
の履歴復元力特性の影響を把握した。 
 以上，本論文は，フラットプレート架構の力学性状に関する重要な知見を与え，か
つ，その設計法までを提案しており，学術上，実際上寄与するところが少なくない。
よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また，平成
３０年４月２日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，合格と
認めた。 
 
 
